
実験方法実験方法

＜要約＞ 植物の葉に含まれる光合成色素の分離は、薄層クロマトグラフィー（TLC）を

用いる方法がある。光合成細菌もバクテリオクロロフィルと呼ばれる光合成色素などを
持っている。培養した紅色硫黄細菌と緑葉の２つ材料のTLCによる実験結果を比較し、
その特徴を明らかにした。
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Rｆ値から光合成細菌の色素を決定できるように

する。さらに、光合成細菌と緑色植物の光合成
の相違点を実験的に明らかにしていきたい。そ
して最終的には有機物を分解する光合成を利用
して環境をきれいにできたらいいと思います。

・緑葉（ホウレンソウ） 

７つの色素を確認。色調と Rf 値より色素名を推定した。 

光合成色素名 色 Rf 値  

カロテン 橙色 0.93 ● 

フェオフィチン 灰色 0.54 ● 

クロロフィル a 青緑色 0.46 ● 

クロロフィル b 黄緑色 0.42 ● 

ルテイン 黄色 0.39 ● 

ビオラキサンチン 黄色 0.33 ● 

ネオキサンチン 黄色 0.15 ● 

 

 

 

 

 

・紅色硫黄細菌   明瞭に色素が分離した。 

肉眼で、12 個の色素を確認。 

（色素名が不明なので明瞭な 6 つの色素を a､b・・と表した）。 

なお、色素 d,e,f は、スポットの平均値である。 

光合成色素名 色 Rf 値  

色素 a 橙色 0.92 ● 

色素 b 灰色 0.58 ● 

色素 c 青緑色 0.48 ● 

色素 d 黄色 0.37 ● 

色素 f 黄色 0.29 ● 

色素 g 黄色 0.14 ● 

   

  

 

前線 

原点 

 【光合成細菌】    【緑葉（ホウレンソウ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

操作１ 操作２ 操作３ 

 

操作３ 濃縮（遠心分離） 

操作４（共通） 抽出（メタノール・アセトン混合液） 

 シリカゲルを加えてつぶす 

操作７ Rf値の測定（原点から色素のまで距離を求める） 

操作１ 採集（中島丁公園） 

操作２ 集積培養（紅色硫黄細菌）  破砕（乳鉢） 

操作５（共通） スポット（薄層プレートプレート） 

操作６（共通） 展開（展開槽 石油エーテル：アセトン混合液） 

 葉をちぎる 

  

 
操作 5 操作６ 操作 7 

 

大学では光合成細菌の光合成色素の分離
を高速液体クロマトグラフィー（HPLC）法に

よって高精度にされているが、高校生には
設備的に無理があり、より簡便な方法が求
められている。生物実験で用いているTLC(シ
リカゲルプレート)は、ペーパークロマトグラ

フィーに比べ分解能が高く、光合成細菌にも
応用できないかと考え研究を行った。


